
公募型プロポーザル方式における提案書の審査結果の公表 

 

次のとおり、提案書の審査結果を公表します。 

 

 

平成２９年８月２５日 

 

石鎚山系連携事業協議会 

会長 出口 岳人 

 

 

１ 業 務 名  石鎚山系及び石鎚山系周辺地域の入込客等動向調査委託業務 

 

２ 事 業 内 容  仕様書のとおり 

 

３ 所 管 課  石鎚山系連携事業協議会 企画情報分科会事務局 

（西条市産業経済部観光振興課内） 

〒793-8601 西条市明屋敷 164 番地 

電話 0897-52-1690 （直通） 

 

４ 特定した日  平成２９年８月２４日 

 

５ 被 特 定 者  株式会社 JTB総合研究所 代表取締役社長 野澤 肇 

住 所 東京都港区芝三丁目２３番１号  

          

 

６ 被特定者が提案した参考見積り金額 

         10,999,773円（税込） 

 

７ 審査結果 

名     称 評価点（900点満点） 

株式会社 JTB総合研究所 675点 

A社 664点 

B社 643点 

 

  



石鎚山系及び石鎚山系周辺地域（愛媛県西条市、久万高原町、高知県いの町、大川村を中心とした

地域）の入込客等動向調査委託業務 仕様書 

 

１ 業務の名称 

  石鎚山系及び石鎚山系周辺地域の入込客等動向調査委託業務 

 

２ 履行期間 

  契約締結日から平成３０年３月１５日（木）とする。 

 

３ 事業目的 

  愛媛県西条市、久万高原町、高知県いの町、大川村は、石鎚山系連携事業協議会（以下、協議会と

いう。）を設立し、石鎚山系を訪れる利用者の満足度向上ならびに安全対策の充実、さらには石鎚山

系の雄大な自然を持続可能な資源とすることを目的に、地域再生計画「石鎚山系の魅力発信および持

続可能な資源とする事業」をもって、行政の枠を超えた取り組みを進めているところである。 

ただ、各種事業を効果的かつ戦略的に取り組むにあたって重要情報となりうる、当該周辺地域の入

込客数について、十分な把握が出来ていない。 

  そこで登山者のみならず、石鎚山系及び石鎚山系周辺地域を訪れる来訪者の属性や回遊ルート、目

的、また石鎚山系の認知度などを調査・分析することで、石鎚山系の現状及び強み（弱み）を把握し、

環境安全対策やプロモーション等石鎚山系に係る多面的な各種事業の効果的かつ戦略的な実施に繋

げることを目的に調査を行うもの。 

 

４ 業務内容 

（１） 石鎚山系及び石鎚山系周辺地域（愛媛県西条市、久万高原町、高知県いの町、大川村を中心と

した地域）入込客調査、分析 

  登山者を対象としたもの及び、観光、ドライブ、サイクリングなどの石鎚山系周辺地域の入込客に

ついて、動向が把握できる項目を調査すること。 

なお、調査方法についても提案すること。 

また、結果については、分析するとともに、見やすい形で提示すること。 

 

  【想定する調査対象】 

  ・石鎚山系周辺地域全域（愛媛県西条市、久万高原町、高知県いの町、大川村を中心とした地域）

の入込客 

  ・石鎚山系の登山者（登山ルート別）にフォーカスした入込客数及び、属性・目的・行動把握調査 

 

  【想定する調査内容】 

・属性（年齢、性別、居住地 等） 

・石鎚山系登山者に係る情報（キャリア（登山経験）、リピート回数 等） 

・石鎚山系サイクリストに係る情報 

（キャリア（サイクリング年数）、リピート回数、拠点（駐車）場所 等） 



・周遊ルート 

・滞在時間 

・宿泊地 

・来訪の手段、目的 

・その他事業展開に効果的なデータ 

 【想定する調査方法】 

  ・GPS データ等ビッグデータ 

  ・アンケート調査（主要観光窓口等での聞き取り調査、Web 調査） 

  ・ヒアリング調査（主要観光窓口等での聞き取り調査、Web 調査） 

 

（２）認知度調査、分析 

   石鎚山系についての「認知度」について調査分析を行うこと。 

なお、調査方法については提案すること。 

 

（３）魅力度調査、分析 

   既存の登山ルート及び観光ルートについて、モニターツアー等を実施し、観光資源の強み弱みの

分析を行うこと。また、その結果をもって、観光資源の磨き上げにつなげる提案を行うこと。 

   なお、調査方法についても提案すること。 

 

（４） 調査分析結果を用いた活用方法及び PR 方法提案 

    調査分析結果をもとに、協議会委員と協議することで、石鎚山系周辺地域の入込客拡大に向け

た戦略的、効果的な方法の提案を行うこと。また、現在実施している各種事業（登山ルートのグレ

ーディング、登山道等安全対策ロードマップ策定、サイクリングルート開発、情報発信体制構築等）

での活用方法の提案を行うこと。さらには、本事業の調査結果をもとにした PR 方法の提案を行う

こと。 

 

５ 成果物 

（１） 調査結果分析報告書（印刷物及び電子データ） 

（２） 調査データ（協議会と協議のうえ決定すること） 

   

６ 留意事項 

（１） 本業務で使用した成果品及びデータに関しての著作権及び所有権は協議会の幹事会を構成する

自治体（西条市、久万高原町、いの町、大川村）に帰属する。 

（２） 個人情報に配慮した上で調査結果概要については公開予定であると認識すること。 

（３） 本事業を進めるにあたり、必要に応じて調査の進捗状況及び調査結果について、協議会で報告

を行うこと。 

（４） 本業務で知りえた事項については、他に漏らしてはならない。 

（５） 本業務の実施にあたり、本仕様書に明記なき事項又は疑義が生じた事項については、双方の協

議の上、誠意をもって対応するものとする。 


